
 
天皇陛下おことば 

 

令和６年８月１５日（木） 

日 本 武 道 館 

全 国 戦 没 者 追 悼 式 

 

本日、「戦没者を追悼し平和を祈念する日」に当たり、全国戦没者追悼式に臨み、さきの大

戦において、かけがえのない命を失った数多くの人々とその遺族を思い、深い悲しみを新た

にいたします。 

 終戦以来７９年、人々のたゆみない努力により、今日の我が国の平和と繁栄が築き上げら

れましたが、多くの苦難に満ちた国民の歩みを思うとき、誠に感慨深いものがあります。 

 これからも、私たち皆で心を合わせ、将来にわたって平和と人々の幸せを希求し続けてい

くことを心から願います。 

 ここに、戦後の長きにわたる平和な歳月に思いを致しつつ、過去を顧み、深い反省の上に

立って、再び戦争の惨禍が繰り返されぬことを切に願い、戦陣に散り戦禍に倒れた人々に対

し、全国民と共に、心から追悼の意を表し、世界の平和と我が国の一層の発展を祈ります。 
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天
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皇
后
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全
国
戦
没
者
追
悼
式

挙
行

 

 

先
の
大
戦

三
百
万
余
の
同
胞
の
命
が
失

 

祖
国
の
行
く
末
を
案

家
族
の
幸
せ
を
願

戦
場
に
斃
れ
た

遠
い
異
郷
の
地
で
亡
く
な
ら
れ
た

や
長
崎
で
の
原
爆

各
都
市
で
の
爆
撃

で
の
地
上
戦
な
ど
に
よ
り
犠
牲
と
な
ら
れ
た

す
べ
て
の
御
霊
の
御
前

御
霊
安
か

心

祈
り
申
し
上

 

 

今
日
の
我
が
国
の
平
和
と
繁
栄

戦
没
者
の
皆
様
の
尊
い
命

苦
難
の
歴

史
の
上
に
築
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

私
た
ち
は
片
時
た
り
と
も
忘
れ
ま
せ

改

衷
心

敬
意
と
感
謝
の
念
を
捧
げ
ま
す

 

未
だ
帰
還
を
果
た
さ
れ
て
い
な
い
多
く
の
ご
遺
骨

決
し
て
忘
れ
ま

一
日
も
早
く
ふ
る
さ
と
に
お
迎

国
の
責
務

遺
骨
の
収
集
を
集
中
的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す

 

が
国
は
一
貫

平
和
国
家

歩
み
を
進
め
て
ま
い

歴
史
の
教
訓
を
深
く
胸
に
刻

世
界
の
平
和
と
繁
栄
に
力
を
尽
く

 

 

戦
争
の
惨
禍
を
二
度
と
繰
り
返

戦
後
七
十
九
年
が
経
ち
ま
す

歳

月
が
い
か
に
流

決
然
た
る
誓
い
を

世
代
を
超
え
て
継
承
し

貫

い
て
ま
い

未
だ
悲
惨
な
争
い
が
絶
え
る
こ
と
の
な
い
世
界

我
が
国

法
の
支
配
に
基
づ
く
自
由
で
開
か
れ
た
国
際
秩
序
の
維
持
・
強
化
を

進

人
間
の

を
中
心
に
据
え

世
界
が
直
面
す
る
様
々
な
課
題

の
解
決

全
力
で
取
り
組
み

国
の
未
来
を
切
り
拓
い
て
ま
い
り
ま
す
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追
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天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御
臨
席
を
仰
ぎ
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式
が
挙
行
さ
れ
る
に
当
た
り
、

衆
議
院
を
代
表
し
て
、
謹
ん
で
追
悼
の
言
葉
を
申
し
述
べ
ま
す
。 

 

熾
烈
を
極
め
た
先
の
大
戦
で
は
、
国
内
外
に
お
い
て
、
三
百
万
を
超
え
る
尊
い
命
が
失
わ

れ
ま
し
た
。
戦
禍
の
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
の
御
無
念
に
思
い
を
致
す
と
き
、
悲
し
み
は
尽

き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
、
全
戦
没
者
の
御
霊
に
対
し
、
衷
心
よ
り
哀
悼
の
誠
を

さ
さ
げ
ま
す
。
ま
た
、
か
け
が
え
の
な
い
家
族
を
失
わ
れ
た
御
遺
族
に
対
し
ま
し
て
、
深
く

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

終
戦
か
ら
七
十
九
年
の
歳
月
が
経
ち
、
国
民
の
約
九
割
が
戦
後
生
ま
れ
と
な
り
ま
し
た
。

衆
議
院
に
お
い
て
も
、
終
戦
以
前
に
生
ま
れ
た
議
員
は
、
終
戦
前
年
に
生
ま
れ
た
私
を
含
め

僅
か
八
名
で
あ
り
ま
す
。
凄
惨
な
戦
争
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

沖
縄
の
激
し
い
地
上
戦
、
日
常
が
原
子
爆
弾
で
一
瞬
の
う
ち
に
地
獄
絵
図
と
化
し
た
広
島
、

長
崎
。
そ
し
て
、
家
族
の
幸
せ
を
願
い
な
が
ら
、
祖
国
の
土
を
踏
む
こ
と
な
く
命
を
落
と
し

た
兵
士
た
ち
。
悲
惨
な
戦
争
の
歴
史
と
そ
の
教
訓
を
後
世
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
は
、
今
を

生
き
る
私
た
ち
の
使
命
で
あ
り
ま
す
。 

 

戦
後
、
我
が
国
は
先
人
た
ち
の
懸
命
の
努
力
に
よ
り
、
壊
滅
的
被
害
を
受
け
た
国
土
を
復

興
さ
せ
、
飛
躍
的
な
経
済
発
展
を
成
し
遂
げ
、
世
界
有
数
の
経
済
大
国
に
成
長
し
ま
し
た
。

今
日
、
私
た
ち
が
享
受
し
て
い
る
平
穏
な
生
活
は
、
戦
陣
に
倒
れ
た
御
霊
の
上
に
、
国
民
一

人
一
人
が
努
力
を
積
み
重
ね
て
き
た
こ
と
に
よ
り
築
か
れ
た
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。 

 

世
界
に
目
を
転
じ
る
と
、
国
際
情
勢
は
、
各
地
で
武
力
衝
突
や
紛
争
が
生
じ
、
政
治
的
・

社
会
的
な
分
断
が
進
み
、
極
め
て
不
安
定
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
戦
後
一
貫
し
て
国
際
協
調

と
平
和
志
向
を
基
軸
と
し
て
き
た
、
被
爆
国
で
あ
る
我
が
国
の
責
任
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な

っ
て
お
り
ま
す
。 

 

我
々
国
会
議
員
は
、
改
め
て
先
の
大
戦
に
思
い
を
致
し
、
日
本
国
憲
法
の
精
神
を
体
し
て
、

恒
久
平
和
の
実
現
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
し
て
い
く
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

結
び
に
、
戦
没
者
の
御
霊
の
安
ら
か
な
ら
ん
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
御
遺
族
の
皆
様
の
御
平
安
と
御
健
勝
を
切
に
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
追
悼
の
言
葉
と

い
た
し
ま
す
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全国戦没者追悼式 追悼の辞 

   

 本日ここに天皇皇后両陛下のご臨席を仰ぎ、全国戦没者

追悼式が執り行われるにあたり、謹んで哀悼の誠を捧げま

す。 

 

日本中が焼け野原になった、あの日から今日で７９年が経

ちます。 

戦争で父を亡くし、二十歳の時には両親のいなかった私に

は、今日ここにお集まりの戦没者の遺族の皆さんが、母で

あり兄弟でした。 

 

 戦没者の妻である、お母さん達に、ずっと 

「父のぶんまで１００歳、いや１２０歳まで長生きをして

ください」と、言い続けてまいりました私が、８３歳にな

りました。 

参議院議長として、この場で追悼のことばを述べるの

は、今年が最後であります。 



しかし戦没者の遺族のひとりとして、これからも命の限

りを尽くして「絶対に戦争だけはいけない」と、平和の大

切さを訴えて参ります。 

何があっても、皆様のことを忘れることはありません。 

そのことをお誓い申し上げて、私の追悼の言葉といたしま

す。 

 

令和６年８月１５日 

 

参議院議長 尾 秀久 
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天
皇
皇
后
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下
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界
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表

全
国
各
地

か
ら
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表
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集

全
国
戦
没
者
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式
が
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粛
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行
わ

戦
没
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謹
ん
で
追
悼
の
言
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を
申
し
上

 

 

早

先
の
大
戦
が
終
わ
り
を
告
げ
て
か
ら
七
十
九
年
の
歳
月
が
な
が
れ
ま
し

私
達
遺
族
も
高
齢

悲
惨
な
戦
争
の
悲
劇
の
記
憶

薄
れ
ゆ
く
今
日
に

国
の
た
め
戦
場
に
赴

無
念
に
も
散
華
さ
れ
た
戦
没
者
の
皆
様
を
忘
れ
る
こ
と

 

 

父

昭
和
十
八
年
に
私
が

が

母
が
二
十
五
歳
の
時
に
出
征

年
の
十
一
月
に
中
国
で
戦
病
死

後
の
母
の
苦
労
は
並
大
抵
の
も

農
作
業
に
働

遺
族
会
活
動
を
通

同
じ
境
遇
の
人
々
と
励

家
族
を
守
り
抜
き
九
十
四
歳
の
天
寿
を
全
う
し

感
謝
の
こ
と
ば
し
か

 

 

今
日
の
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没
者
の
皆
様
の
尊
い
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上
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築
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行
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民
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平
和
の
大
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私
達
遺
族
が
身
に
染
み
て
知

世
界

お
戦
争
が
絶
え
る
こ
と
が

多
く
の
戦
争
犠
牲
者
が
出

一
日
も
早
く
平
和
が
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現
す
る
こ
と
を
祈
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悲
惨
さ
と
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切

今

語
り
継
い
で
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か
な
け



記
憶
の
薄
れ
ゆ
く
今
日

教
訓
を
伝
え
て
い
く
機
会
が
失
わ

れ
つ
つ
あ
る

り
部

子
・
孫
へ
と
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

遺
族
の
使
命
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日
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追
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し
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い
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遺
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し
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ら
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を
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し
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追
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